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令
和
７
年
６
月
20
日
㈮
午
後
１

時
30
分
、
羽
生
市
産
業
文
化
ホ
ー

ル
（
小
ホ
ー
ル
）
に
て
福
田
剛
史

常
務
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
ほ
く

さ
い
農
業
協
同
組
合
第
29
回
通
常

総
代
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
大
塚
宏
組
合
長
が
日

頃
の
農
協
事
業
へ
の
協
力
、
理
解

に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
、「
本
年

度
、
当
組
合
は
合
併
30
年
目
。
ま

た
、
今
年
は
国
連
の
定
め
た
国
際

協
同
組
合
年
で
す
。
中
期
３
か
年

計
画
の
初
年
度
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
と
共
に
歩
み
、
計
画
の
実
現
を

目
指
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
選
任
に
つ
い
て
は
「
司
会

者
一
任
」
の
声
に
よ
り
羽
生
地
区

総
代
・
須
永
英
司
氏
が
指
名
さ
れ
、

就
任
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
議
場
に
議
案
審
議
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
る
よ
う
お
願

い
し
、
書
記
に
つ
い
て
は
、
島
田
、

田
沼
両
職
員
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
田
地
区
総
代
の
横
田

尚
子
氏
か
ら
「
地
区
別
の
事
前
説

明
会
で
内
容
は
詳
細
に
説
明
さ
れ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
の
説
明
を

省
略
し
、
質
疑
の
後
、
採
決
を
お

願
い
し
た
い
」
と
の
動
議
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
議
長
は
報
告
事

項
・
第
１
号
議
案
か
ら
上
程
し
、

島
﨑
千
明
常
務
が
そ
れ
を
朗
読
し

て
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。

挨拶する大塚組合長挨拶する大塚組合長

　

６
月
20
日
の
第
29
回
通
常
総
代

会
に
先
駆
け
、
Ｊ
Ａ
で
は
地
区
別

説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、
６
月
９
日
～
17
日

の
７
日
間
行
い
、
常
勤
役
員
が
総

代
会
資
料
に
基
づ
き
議
案
説
明
を

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
総
代
か
ら
は
質

疑
・
意
見
・
要
望
な
ど
の
声
が
上

が
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
区
別
説
明
会
の
出
席
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

司会進行の福田常務司会進行の福田常務

議事進行する須永議長議事進行する須永議長

　

採
決
は
出
席
し
た
総
代
の
議
決

と
議
決
権
行
使
書
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
第
１
号
議
案
か
ら

５
号
議
案
及
び
附
帯
決
議
ま
で
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
採
決
の
結
果
は
次
頁
の

と
お
り
で
す
。

　

最
後
に
、
蓮
見
浩
明
専
務
が
本

日
の
出
席
に
対
し
、
ま
た
議
案
の

慎
重
審
議
に
お
礼
を
述
べ
、
閉
会

の
言
葉
と
し
、
第
29
回
通
常
総
代

会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。 議案を朗読する島﨑常務議案を朗読する島﨑常務閉会の挨拶をする蓮見専務閉会の挨拶をする蓮見専務

地
区
別
説
明
会
の
あ
ら
ま
し

総
代
会
の
あ
ら
ま
し

第29回通常総代会　地区別説明会出席状況
基幹支店名 総代数（Ａ） 出席人数（Ｂ） 出席率（Ｂ/Ａ）％
行 田 中 央 103 78 75.7
川 里 中 央 34 28 82.4
羽 生 中 央 124 107 86.3
加 須 中 央 123 99 80.5
騎 西 中 央 63 55 87.3
北 川 辺 31 31 100.0
大利根中央 51 40 78.4
合　　計 529 438 82.8

ＪＡほくさいＪＡほくさい 第29回通常総代会 第29回通常総代会

❷



提出議案決議結果

賛　成 反　対 無　効 合　計

第１号議案 482 2 13 497

第２号議案 483 1 13 497

第３号議案 483 1 13 497

第４号議案 480 4 13 497

第５号議案 480 4 13 497

附 帯 決 議 484 0 13 497

※議長は議決権がありません。※議長は議決権がありません。

ＪＡ綱領を唱和する総代の皆さんＪＡ綱領を唱和する総代の皆さん

　

総
代
会
の
決
議
に
基
づ
き
、

令
和
6
年
度
剰
余
金
の
一
部
は

出
資
配
当
金
と
し
て
８
月
中
に

組
合
員
の
皆
様
の
Ｊ
Ａ
貯
金
口

座
へ
振
り
込
み
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
を
お
持
ち
で
な

い
方
に
は
、
現
金
で
お
支
払
い

し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

出
資
配
当
金
は
出
資
額
に
対

し
１
・
０
％
の
割
合
で
総
額
約

３
，０
０
０
万
円
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

配
当
金
の
お
支
払
い

通常総代会資料
第　 29 　回

第30期 事業計画書第29期 事業報告書

▼ 
提
出
議
案 

▲

[

報
告
事
項]

　

第
29
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
注
記
表
の
報
告
に
つ
い

て

[

決
議
事
項]

第
１
号
議
案

　

第
29
期
事
業
報
告
、
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

中
期
３
か
年
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

第
３
号
議
案

　

第
30
期
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

第
４
号
議
案

　

令
和
７
年
度
（
第
30
期
）
に
お

け
る
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　

令
和
７
年
度
（
第
30
期
）
に
お

け
る
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

附
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
権

利
義
務
に
関
せ
ざ
る
字
句
の
修

正
及
び
行
政
庁
の
指
示
に
よ
る

変
更
に
つ
い
て
は
そ
の
処
理
を

理
事
会
に
一
任
す
る
。

【
報
告
事
項
】

　
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の

変
更
に
つ
い
て

第29回通常総代会　総代出席状況

基　幹
支店名

総代数
（A）

出席
合計

（B＝C＋D）

出席率
（B/A）

％

書面
出席

（C）

当日
出席

（D）

行田中央 103 93 90.3 73 20

川里中央 34 34 100.0 23 11

羽生中央 124 113 91.1 89 24

加須中央 123 119 96.7 72 47

騎西中央 63 59 93.7 43 16

北 川 辺 31 31 100.0 25 6
大 利 根
中 央 51 49 96.1 39 10

合　　計 529 498 94.1 364 134

正 誤 表
　総代会資料第29期事業報告 ⑺ 施設の設置状況「ガスセン
ター」 13頁７行目「構造及び面積等」「所在地」の項目にお
いて、 記載内容に訂正すべき点がございましたので、訂正さ
せていただきます。
　なお、訂正箇所には下線を付しています。

正 誤

鉄筋２階　334.0㎡
羽生市大字藤井上組152-1

鉄骨１階　652.6㎡
羽生市南羽生2-16-10

総
代
会
資
料

総
代
会
資
料

❸



理
事
会
か
ら

５
月
14
日
の
議
案

①
会
計
監
査
人
監
査
結
果
報
告
に

つ
い
て

②
令
和
６
年
度
決
算
書
類
、
事
業

報
告
、
附
属
明
細
書
の
承
認
に

つ
い
て

＊
令
和
６
年
度
決
算
監
事
監
査
報

告
及
び
監
事
会
の
協
議
結
果
報

告
③
令
和
６
年
産
米
穀
共
同
計
算
の

仮
精
算
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
28
日
の
議
案

①
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針

の
見
直
し
に
つ
い
て

②
㈱
ほ
く
さ
い
グ
リ
ー
ン
ア
グ
リ

事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

③
職
員
の
夏
期
賞
与
の
支
給
に
つ

い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

〈
日
時
〉　

８
月
４
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　

行
田
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－
３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

税
務
法
律
相
談

８
月
４
日
に
行
田
中
央
支
店
で
開
催
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広報誌の表紙デザイン広報誌の表紙デザイン
リニューアル！リニューアル！

節電を意識するあま
り、熱中症予防を忘
れないように注意し
ましょう！

〇気温が高い日や湿度の高い日には、
無理な節電はせず、適度に扇風機 
やエアコンを使用しましょう。

　ＪＡほくさいは、合併30年目を迎えまし
た。それを記念して、７月号広報誌「ほくさ
い」の表紙のデザインを刷新いたしました。
　これからも、広報誌「ほくさい」をご愛
読くださいますようお願い申し上げます！

◆◆◆ 令和７年度　８月夏季営業日程表（ＪＡほくさい農産物直売所） ◆◆◆

月　日 曜日 行田直売所 羽生直売所 加須直売所 騎西直売所 北川辺直売所
8月9日 土

通常営業 通常営業
通常営業 通常営業

通常営業
8月10日 日
8月11日 月
8月12日 火 臨時営業 臨時営業
8月13日 水 定休日 定休日

通常営業
通常営業

定休日
8月14日 木

臨時休業 臨時休業 臨時休業
8月15日 金
8月16日 土

臨時休業8月17日 日
8月18日 月

通常営業 通常営業
臨時休業

通常営業
8月19日 火 定休日 定休日
8月20日 水 定休日 定休日

臨時休業
通常営業

定休日
8月21日 木

通常営業 通常営業 通常営業
8月22日 金 通常営業

❹



ＪＡバンク利子補給
（お借入から最長３年間）
※借入額100万円以上の場合

最 大 １ ％ 軽 減

保 証 料 助 成
保証料（一括前払いの場合）も

全 額 助 成
ＪＡバンク利子補給後金利（お借入れから最大３年間）

※借入額100万円以上が対象となります

＋

年 0.600%
年 0.875%

標準金利1.200%から
年0.600%軽減した場合

標準金利1.875%から
年1.000%軽減した場合

１年以上15年以内
（令和７年４月１日現在）

（固定金利）

（変動金利の場合）

　別途保証料一括前払い：年0.38%
〇利子補給後の利率は下限金利の定めがあります。（下限金利0.6%）
〇利子補給最大１％軽減はお借入日より３年間となります。４年目以降利子補給はなくなり標準金利に戻ります。
〇お借入時に他のお借入資金で延滞中のものがあった場合、利子補給の対象外となります。
〇保証料の助成は、保証料を一度お支払いいただいた後、全額助成いたします。

お問合せ　本店・ローンセンター（☎048-560-5200）および各支店で承ります

農 業 資 金 相 談 会
　日本政策金融公庫（農林水産事業）、ＪＡ埼玉県信連では、下記の日程により、農業資金の相談会を
開催いたします。
　お借入れや経営全般に関する相談がございましたら、お気軽に農業資金相談会にご来場ください。

◎審査の結果により、ご希望に添えない場合がございます。
◎資金をご利用いただくための要件等がございます。
◎�過去３期の決算書（青色申告決算書等）をお持ちいただきますと、より具体的な
相談ができます。

開催店舗 ほくさい農業協同組合　本店２階第１会議室
住 所 埼玉県羽生市東７丁目15番地３

開 催 日 令和７年８月７日㈭

開催時間 午前10時～午後３時

お問合せ 本店・ローンセンター（☎048-560-5200）および
各支店で承ります

農業資金について
相談してみるか

ご留意いただきたい事項

開 催 の ご 案 内

ＪＡ農機ハウスローン

❺



滝川駅滝川駅

富良野駅富良野駅

北浜駅北浜駅

釧路駅釧路駅
新得駅新得駅

知床斜里駅知床斜里駅

新千歳空港

層雲峡温泉
網走湖畔

帯広市内

札幌駅札幌駅

旭川駅旭川駅

上川駅上川駅

帯広駅帯広駅

網走駅網走駅




イメージイメージ

イメージイメージ

秋
の

共同企画 ・ ・ 農協観光

で行くで行く

周遊
4日間の旅北海道

旅行企画・実施（東京都・山梨県エリアのお客さまはこちらにお問合せください）

関 東 支 店 TEL.048-755-9344

観光庁長官登録
旅行業第939号 一般社団法人日本旅行業協会

（JATA）の正会員です。

観
光

庁
長

官登録　日本旅行業協会
正

会
員

旅行業公正取引協議会

旅行業公正取引
協 議 会 会 員

〒330-0063　埼玉県さいたま市浦和区高砂3-12-9　埼玉県農林会館1F■関東支店　TEL（048）755-9344 
FAX（048）762-9229■東京エリアTEL:（048）755-9987　FAX：（048）762-9292■総合旅行業務取扱管
理者：髙﨑 俊介・高橋 徹■営業日:月曜日～金曜日（祝日は除きます）■営業時間：午前9時～午後5時30分

お問い合わせ・お申込みは

埼玉エリアセンター TEL.(048）830-1210
〒330-0063　さいたま市浦和区高砂3-12-9 埼玉県農林会館1F■総合旅行業務取扱管理者：渡辺 健二郎・立川 満
■営業日:月曜日～金曜日（祝日は除きます）■営業時間：午前9時～午後5時30分

千葉エリアセンター TEL:(043）248-1611
〒260-0031　千葉市中央区新千葉3-2-6 千葉県農業会館2F■総合旅行業務取扱管理者：荒　和大
■営業日:月曜日～金曜日（祝日は除きます）■営業時間：午前9時～午後5時30分

神奈川エリアセンター TEL:(045）201-7513
〒231-0002 神奈川県横浜市中区海岸通1-2-2 JAグループ神奈川ビル1階■総合旅行業務取扱管理者：小川 悟志・菊地 渉
■営業日:月曜日～金曜日（祝日は除きます）■営業時間：午前9時30分～午後5時

北海道を代表する観光列車「HOKKAIDO　LOVE！ひとめぐり号」を農協観光が４日間貸切運行をいたします

各地の到着駅からは大型観光バスをご用意いたします。お時間がある日にはバスガイドも同乗し、
観光案内をいたします

「HOKKAIDO　LOVE！ひとめぐり号」には、JALふるさとアンバサダーやJALふるさと
応援隊が４日間同乗し、観光案内や皆さまのおもてなしをいたします

札幌駅から道東エリアを中心に北海道を一周し、ゆったりとしたお座席に腰掛けながら、
秋深まる北海道の情景をご覧いただけます
各地の名物料理や駅弁など、旅の楽しみのひとつである「お食事」や「スイーツ」をご堪能いただけます
添乗員は羽田空港から同行。列車・バス車内ではJALふるさとアンバサダーや
JALふるさと応援隊・バス乗務員がともに楽しいツアーづくりをお手伝いします。

秋の北海道周遊４日間
このツアーならではの旅のポイント

で行くで行く

お客様が国内旅行行程中に、急激かつ偶然な外
来の事故でけがをした場合、多額の治療費、移送
費等がかかることがあります。また、事故の場合、
加害者への賠償金請求や賠償金回収が困難な
場合があります。これらの移送費、また、死亡・後
遺障害等を補償する国内旅行保険にお客様自身
でご加入されることをお勧めします。弊社又は
JA旅行センター係員にお問い合わせください。

国内旅行保険のおすすめ

お客様の状況によっては、当初の手配内容に含
まれていない特別な配慮、措置が必要になる可
能性があります。詳細は別途お渡しする「旅行
取引条件説明書面」の「３．お申込み条件」を確
認のうえ、特別な配慮・措置が必要となる可能
性がある方は、ご相談させていただきますの
で、必ずお申し出ください。

特別な配慮が必要な方は

（税込） （税込） （税込）

3名様1室利用 2名様1室利用4名様1室利用

旅行代金

大人お一人様（税込）大人お一人様（税込）帯広市内ご宿泊は2～3名様1部屋となります。

■コース表   JR  ‖ 貸切バスガイド付き ◎入場観光 ○下車観光（施設には入りません） △車窓観光 食事

1 昼

夕

3

羽田空港（7：20～8：15出発）ー

ー新千歳空港（8：50～9：50到着）‖くるるの杜‖
‖札幌駅（午後発） ひとめぐり号函館線

ひとめぐり号根室線 ひとめぐり号富良野線



富良野駅
旭川駅（夕方着）‖ 層雲峡温泉（18：15～18：30到着予定）

滝川駅

【宿泊】層雲峡温泉　ホテル大雪（和室又は和洋室）

日本航空機 （お買物予定30～４５分）

層雲峡温泉（7：45発）‖上川駅（午前発） ひとめぐり号石北線

‖◎オホーツク流氷館‖ 網走湖畔（16：00～１６：30到着予定）

網走駅（午前着）‖ ◎博物館網走監獄‖網走市内（昼食）‖

【宿泊】網走湖畔　ホテル網走湖荘（観光地の訪問順番が
 変更になる場合があります） （和室又は和洋室）

網走（9：00発）‖網走駅 ひとめぐり号釧網線

ひとめぐり号根室線

ひとめぐり号釧網線

ひとめぐり号釧網線
　 知床斜里駅（約50分停車：地元JAの皆さまによる歓迎イベントを実施）

北浜駅（ホーム下車約10分：展望台見学）
オホーツク海に一番近い駅

釧路駅
帯広駅（夕方着）・・・・・・・・帯広市内（１７：30頃到着予定）

【宿泊】帯広駅前　ホテル日航ノースランド帯広（洋室）

2 昼

朝

夕

昼

朝

4
帯広市内（9：15発）・・・・・・・・帯広駅（午前発） ひとめぐり号根室線

ひとめぐり号石勝線・千歳線新得駅

　　　札幌駅（午後着）‖新千歳空港（16：15着着/17：25～18：00発）ーー
　ー羽田空港（19：10～19：40着）


日本航空機

（約60分停車：お買い物等を
  お楽しみ頂ける予定です） 昼

朝

■コース内表示
時間帯の目安

早
朝
早
朝

午
前
午
前

午
後
午
後

夕
方
夕
方

深
夜
深
夜朝朝 夜夜

4 6 8 12 16 18 23 44 6 8 12 16 18 23 4

※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせ致します。
※遠方からご参加のお客様でも便利な前泊プラン（10月18日ご宿泊）のご用意がございます。おひと
りさま9,000円増し（シングルルームご利用の場合は13,000円増し）でご利用いただけます。（10月
19日朝はホテルの空港行送迎バスもご利用頂けます）詳しくは弊社までお問い合わせ下さい。

※後日、改めて集合・解散地（および時刻）をお知らせ致します。
※遠方からご参加のお客様でも便利な前泊プラン（10月18日ご宿泊）のご用意がございます。おひと
りさま9,000円増し（シングルルームご利用の場合は13,000円増し）でご利用いただけます。（10月
19日朝はホテルの空港行送迎バスもご利用頂けます）詳しくは弊社までお問い合わせ下さい。

この旅行は（株）農協観光（観光庁長官登録旅行業第 939 号。以下「当社」とい
います。）が企画・募集する旅行であり、この旅行に参加されるお客様は当社と
募集型企画旅行契約を締結することになります。
その他の旅行条件は、下記によるほか、別途お渡しする取引条件説明書面、契約書面、確定書面

（最終旅行日程表）、及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部によります。

●〈旅行代金に含まれるもの〉旅行日程に明示した航空・船舶・鉄道等利用交通
機関の運賃、旅行日程に含まれる送迎バス等の料金。旅行日程に明示した観
光の料金（バス料金・ガイド料金・入場料）、宿泊の料金・税・サービス料、食事
の料金・税・サービス料。手荷物の運搬料金、添乗員付コースの添乗員の同行
費用。なお、これらの諸費用はお客様のご都合により一部利用されなくても
原則として払戻はいたしません。

●〈ご旅行の申込みと契約の成立時期及び旅行代金のお支払いについて〉参加
お申込みの際、当社所定の旅行申込書にご記入のうえ、右記の申込金をお支
払い下さい。お申込金は旅行代金お払い込みの際差し引かさせていただき
ます。お電話等でのお申込みの場合は、お申込み翌日から起算して3日以内
に申込書と申込金を提出していただきます。旅行契約は当社が予約を承諾を
し、申込書と申込金を受領したときに成立するものとします。旅行代金は、旅

行開始日の前日から起算してさかのぼって21日目に当たる日までにお支
払い下さい。

取　消　日 取　消　料
旅行出発日の前日より起算して21日前まで

●取 消 料
〈国内旅行〉 無　　　　   　料

旅行出発日の前日より起算して20日～8日前まで 旅行代金の  20％
旅行出発日の前日より起算して7日～2日前まで 旅行代金の  30％
旅行出発日の前日 旅行代金の  40％
旅行出発日の当日 旅行代金の  50％
旅行開始後及び無連絡不参加 旅行代金の100％

旅行条件（要約）※詳しい旅行条件を説明した書面をお渡し致しますので事前にご確認の上、お申し込み下さい。（裏面共通）

●旅行条件の基準　この旅行条件は令和7年4月24日現在の運賃料金を
　基準としています。
●乳幼児のご参加　0～4才（年少）までの乳幼児のご参加は、ご遠慮いただいています。

●旅行取り消しのお申し出は、お申込みされた店舗の営業日・営業時間内に
　お受けいたします。営業時間外にメールでご連絡をいただいた場合は、翌
　営業日の受付とさせていただきます。

募集人員

添 乗 員 羽田空港から羽田空港まで同行します。

160名様（最少催行人数90名様）
申込金 30,000円（旅行代金に充当します）

食事条件

利用航空会社 日本航空 利用バス会社 網走交通観光バス、旭川電気軌道

10月19日㈰～22日㈬
2025年（令和7年）旅行実施日

朝食3回、昼食4回（内お弁当3回）、夕食2回

申込締切日 2025年8月29日㈮※ただし定員になり次第、締め切らせていただきます。

別途前泊プラン
もございます

❻



※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

　

コ
ー
ル
ラ
ビ
は
地
中
海
北
岸
原
産
の
ア

ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
、
茎
の
基
部
が
球
形
に

肥
大
す
る
の
で
、別
名
を
球
茎
甘
藍（
キ
ュ

ウ
ケ
イ
カ
ン
ラ
ン
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
か
ら
分
化
し
た
野
菜
の
た
め
似

た
性
質
を
持
ち
ま
す
が
、
キ
ャ
ベ
ツ
よ
り

暑
さ
や
寒
さ
に
強
く
、
作
り
や
す
い
野
菜

で
す
。

　

中
間
地
の
秋
ま
き
は
、
7
月
下
旬
～
9

月
上
旬
に
種
ま
き
し
、
9
～
12
月
に
収
穫

し
ま
す
。
春
ま
き
は
3
、
4
月
に
ま
い
て
、

6
、
7
月
に
収
穫
し
ま
す
。

［
品
種
］ 

球
の
色
が
緑
白
の
「
グ
ラ
ン
ド

デ
ュ
ー
ク
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、
紫
の
「
パ
ー

プ
ル
デ
ュ
ー
ク
」（
タ
キ
イ
種
苗
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］ 

あ
ら
か
じ
め
畑
1
㎡
当
た

り
に
苦
土
石
灰
1
0
0
g
を
土
と
よ
く
混

ぜ
て
お
き
、
植
え
付
け
（
ま
た
は
種
ま
き
）

1
週
間
前
に
畝
幅
70
～
80
㎝
、
深
さ
15
～

20
㎝
の
溝
を
掘
り
ま
す
。
次
に
、
こ
の
溝

１
m
当
た
り
化
成
肥
料
（
N
P
K
各
成
分

10
％
程
度
）
1
0
0
g
と
堆
肥
1
㎏
程
度

を
施
し
、土
を
戻
し
て
畝
を
立
て
ま
す（
図

1
）。

［
種
ま
き
・
苗
作
り
］ 

苗
作
り
を
す
る
に

は
、
7
・
5
～
9
㎝
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
種
を

4
、
5
粒
ま
き
、
発
芽
後
に
適
宜
密
生
部

を
間
引
き
、
1
本
立
ち
に
し
て
本
葉
4
、

5
枚
ま
で
育
て
ま
す
（
図
2
）。
強
健
な

野
菜
な
の
で
畑
に
じ
か
ま
き
し
て
も
良
い

で
し
ょ
う
。
こ
の
場
合
は
種
を
2
、
3
㎝

間
隔
に
ま
い
て
、
間
引
き
な
が
ら
最
終
株

間
を
約
20
㎝
に
し
ま
す
。

［
植
え
付
け
］ 

本
葉
4
、
5
枚
の
頃
、
株

間
を
約
20
㎝
に
植
え
付
け
ま
す
（
図
3
）。

こ
の
と
き
植
え
穴
に
十
分
水
を
注
ぎ
、
植

え
傷
み
の
少
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

［
追
肥
・
土
寄
せ
］ 

追
肥
は
植
え
付
け
後

20
日
ご
ろ
、
株
元
に
化
成
肥
料
を
1
株
約

10
ｇ
施
用
し
、
土
寄
せ
し
ま
す
（
図
4
）。

2
回
目
は
球
が
肥
大
す
る
頃
に
施
用
し
ま

す
。
生
育
が
進
み
、
下
葉
が
傷
ん
で
い
た

ら
切
り
落
と
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

［
病
害
虫
の
防
除
］ 

ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ

ガ
な
ど
が
多
い
の
で
、
登
録
農
薬
で
駆
除

し
ま
す
。
生
育
初
期
は
、
寒
冷
し
ゃ
な
ど

の
防
虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
被
覆
し
、
害

虫
の
被
害
を
防
ぐ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

［
収
穫
］ 

球
の
直
径
が
5
～
10
㎝
の
と
き

に
、
株
元
か
ら
刈
り
取
っ
て
収
穫
し
ま
す

（
図
5
）。
球
が
大
き
く
な
る
と
肉
質
が
堅

く
な
り
ま
す
。
堅
い
皮
は
む
い
て
薄
く
ス

ラ
イ
ス
し
、
サ
ラ
ダ
な
ど
に
し
ま
す
。
ま

た
、
さ
い
こ
ろ
状
に
刻
ん
で
、
ス
ー
プ
、

ポ
ト
フ
な
ど
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　
家
庭
菜
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
芸
研
究
家 

● 

成
松
次
郎

コ
ー
ル
ラ
ビ　
肥
大
し
た
茎
を
利
用
す
る
野
菜

❼



農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

　

近
年
、
夏
期
の
異
常
高
温
に
よ

る
不
稔
や
白
未
熟
粒
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
今
後
の
水
管
理
・
穂
肥

等
を
適
切
に
行
い
、
高
温
障
害
を

低
減
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不
稔

や
斑
点
米
の
原
因
と
な
る
「
イ
ネ

カ
メ
ム
シ
」
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

必
ず
適
期
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

一 

水
管
理

⑴
中
干
し

　

中
干
し
は
、
１
株
当
た
り
の
有

効
茎
数
（
坪
50
株
植
の
場
合
、
早

期
・
早
植
え
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
25
本

/
株
、
普
通
植
彩
の
き
ず
な
、
彩

の
か
が
や
き
で
20
～
25
本
/
株
）

が
確
保
で
き
た
ら
実
施
し
ま
す
。

　

中
干
し
の
程
度
は
、
田
面
に
小

ひ
び
が
入
り
、
軽
く
足
跡
が
つ
く

程
度
を
目
安
と
し
ま
す
。
過
度
な

中
干
し
は
、
深
い
地
割
れ
に
よ
る

断
根
が
発
生
し
逆
効
果
で
す
。

　

中
干
し
後
は
、
湛
水
と
断
水
を

３
～
４
日
で
切
り
替
え
る
「
間
断

か
ん
水
」
を
行
い
ま
す
。
減
水
深

が
大
き
く
、
過
乾
燥
と
な
る
場
合

は
、
入
水
の
間
隔
を
短
く
す
る
な

ど
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑵
出
穂
期
前
後
の
水
管
理

　

出
穂
期
は
、
水
稲
に
と
っ
て
、

水
を
最
も
必
要
と
す
る
時
期
で
す
。

出
穂
期
前
後
各
１
週
間
は
深
水

（
約
５
㎝
）
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

出
穂
７
～
10
日
後
か
ら
は
、
根

に
酸
素
を
与
え
る
た
め
間
断
か
ん

水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

二 
穂
肥
（
表
１
参
照
）

　

穂
肥
の
施
用
時
期
や
量
は
、
幼

穂
長
、
葉
色
等
か
ら
判
断
し
ま
す
。

高
温
障
害
の
軽
減
に
は
、
葉
色
を

上
昇
さ
せ
、
生
育
後
半
に
窒
素
不

足
に
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
。 

　

基
肥
一
発
肥
料
を
施
用
し
た
場

合
で
も
、
高
温
で
肥
料
分
の
溶
出

が
早
ま
り
、
穂
肥
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
品
種
・
作
期

ご
と
の
穂
肥
適
期
に
葉
色
診
断
を

行
い
、
目
安
以
下
の
場
合
は
穂
肥

を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

三 

幼
穂
長
の
計
測
（
図
１
参
照
）

①
平
均
的
な
株
で
一
番
草
丈
の
長

い
茎
を
根
元
か
ら
と
り
ま
す
。

②
茎
を
カ
ッ
タ
ー
で
縦
に
割
る
か
、

手
で
む
き
ま
す
。

③
幼
穂
の
長
さ
を
測
り
ま
す
。

※
１
ほ
場
で
複
数
本
確
認
し
ま
す
。

 

四 

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
防
除

　

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
、
水
田
に
飛

来
し
、
穂
を
加
害
す
る
害
虫
で
す
。

（
図
２
）
出
穂
後
14
日
頃
ま
で
に

加
害
さ
れ
る
と
不
稔
と
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
急
激

に
増
殖
し
て
い
る
イ
ネ
カ
メ
ム
シ

を
含
め
た
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
を

防
除
し
、
収
量
品
質
向
上
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

⑴
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
動
向

　

昨
年
は
、
穂
ば
ら
み
期
に
は
す

で
に
水
田
へ
の
飛
び
込
み
を
確
認

し
ま
し
た
。
今
年
も
同
じ
状
況
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑵
防
除
方
法
（
表
２
参
照
）

　

水
稲
の
出
穂
時
期
を
観
察
し
、

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
が
穂
の
上
に
い
る

朝
の
う
ち
に
薬
剤
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

①
出
穂
始
期
～
穂
ぞ
ろ
い

（
１
回
目
防
除
）

　

不
稔
被
害
の
防
止
・
低
減
を
目

的
に
実
施
し
ま
す
。
粒
剤
で
は
処

理
を
出
穂
始
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
出
穂
始
期
：
ほ
場
全
体
の
１
～

２
割
出
穂
し
て
い
る
状
態
、
穂
ぞ

ろ
い
期
：
ほ
場
全
体
の
８
～
９
割

出
穂
し
て
い
る
状
態
）

②
出
穂
期
の
８
～
14
日
後

（
２
回
目
防
除
）

　

斑
点
米
の
防
止
・
低
減
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

　

３
回
目
以
降
の
防
除
は
、
周
囲

と
出
穂
時
期
が
極
端
に
異
な
り
、

ほ
場
に
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
が
多
発
し

て
い
る
場
合
は
検
討
し
ま
す
。

水
稲
の
高
温
障
害
＆
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

水
稲
の
高
温
障
害
＆
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

図2　イネカメムシ図2　イネカメムシ

表１　穂肥の施用時期と量の目安

品種名 作型等
時期の目安 量の目安

施用時期
(出穂前日数) 幼穂長 葉色の目安

(単葉)
穂肥施用量

(Ｎ成分)

彩の
かがやき

５月植 23～22日 1.5㎜ 4.0 ３㎏/10a
６月植 25日 1.0㎜ 4.0 ２㎏/10a

高温時２回目 10日 100㎜ 4.0 ２㎏/10a

彩のきずな ５月植 25～23日 1.0～2.0㎜ 4.0 ３㎏/10a
６月植 25日 0.5～1.0㎜ 4.5 ２㎏/10a

コシヒカリ ５月植 18日 15～18㎜ ─ ２㎏/10a
※彩のきずなにおいて、高温により葉色が極端に低下した場合は２回目の追肥を行う。

表２　カメムシ類に登録のある薬剤の例
薬剤名 IRAC

コード 使用時期 倍率・使用量 本剤の
使用回数

エクシードフロアブル 4C 収穫７日前まで 2000倍 ３回以内
キラップフロアブル 2B 収穫14日前まで

1000～2000倍
２回以内キラップ粒剤 3㎏/10a

スタークル豆つぶ
4A 収穫７日前まで

250g/10a
３回以内スタークル粒剤 3㎏/10a

スタークル液剤10 1000倍
○令和７年５月30日現在の登録内容で作成しています。
○農薬使用の際は、ラベル表示を必ず確認しましょう。
○農薬の飛散防止に努め、使用記録簿を必ずつけましょう。

図1 幼穂の模式図
（カッターの切断面）

❽



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡほくさい管内では、５月下旬よりビール麦「ニューサチホゴールデン」の収穫
作業が始まりました。
　ＪＡほくさいは、県内有数のビール大麦の産地で、栽培面積は400㌶。出荷量は
1,400㌧を見込み、収穫作業は６月上旬まで続きました。
　同管内は昨年秋播きのビール大麦を「彩の星」から埼玉県の奨励品種の「ニューサ
チホゴールデン」に変更しました。
　５月22日に同種を収穫した行田市の野口智章さんは、「新品種で気を遣ったが、適
期に赤かび病防除ができたこともあり、背が高く品質の良いビール大麦になった。自
信をもって出荷できる」と胸を張ります。

　加須市園芸組合と水深とまと研究会は５月３日、加
須市の利根川河川敷緑地公園で開かれた加須市民平和
祭に、農産物ＰＲ販売のため出店しました。当日は晴
天で、100メートルを超えるジャンボこいのぼりも披
露され、大勢の来場者で賑わいました。
　加須営農経済センターの職員が、キュウリ４本入
り10袋とトマト大玉３玉入り240袋を販売し午前中に売り切りました。
　また、５月27日には水深とまと研究会と加須市が、「うどんとこいのぼりのまち加須」賞レースが行われた、さいた
ま市の浦和競馬場で加須市産農産物のＰＲ販売をしました。キュウリ100袋（４本／１袋）、トマト40袋（５玉／１袋）、
ナス10袋（３本／１袋）を販売し、全て完売しました。
　同会の瀬田利昭さんは「競馬場というたくさんの人が集まる場所に出店できたことで、加須市の新鮮な農産物のよい
ＰＲになった」と笑顔をみせました。

　ＪＡ本店と川里中央支店に川里農業青年会議所から、
ダリア・マリーゴールド・ジニア・カランコエ・ザンビ
タリア・スピランサス（タマゴボール）の６種類の花を
あしらった寄せ植えをいただきました。
　５月22日にＪＡ本店を訪れた同会の萩原賢一会長は
「夏らしくアレンジしました。来店者に喜んでもらえる
と嬉しい」と話していました。
　大塚宏組合長は「毎年素敵な寄せ植えをありがとうご
ざいます」とお礼を述べました。

　ＪＡ女性部は５月23日、加須市のむさし
の村「さくらほーる」で第29回通常総会を
開きました。
　参加者は91人。
　令和６年度活動報告や収支決算、令和７年
度活動計画及び収支予算、規約の一部変更、
役員の承認などを審議し承認されました。
　記念講演で大興産業株式会社推進部の中山晴貴課長を
講師に迎え「素敵（酢的）生活」と題し、講義しました。
　また、女性部員が手作りした手芸を展示即売するコー
ナーでは、女性部員が支部を越えて楽しく話しながら、
手芸品を手に取っていました。

「ニューサチホゴールデン」収穫

加須市の農産物をＰＲ販売

　花の寄せ植えいただきました

ＪＡ女性部通常総会

コンバインでニューサチホゴール
デンを収穫する野口さん

左から：大澤常務、相原直斗さん、大塚組合長、
新井貴行さん、萩原会長、松村周さん

寄贈された寄せ植え

手芸品を手に取る部員の皆さん

前列左から：長谷川タマ子部長（羽生）、儘田光子理事（加須）
後列左から：大谷佐智子理事（大利根）、桑原輝美理事（川里）、
長谷川佳子副部長（行田）江田昌子監事（北川辺）、藤井正子監
事（騎西）以上が写真の７名と小暮恵子理事（フレッシュミズ部
会）が新役員の皆さんです。

浦和競馬場で農産物ＰＲ販売加須市平和祭で農産物ＰＲ販売
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　鴻巣市広田の新井貴行さんは、５月下旬からカラジュームの出荷を始
め、６月中旬までに、関東や関西の市場へ1,500鉢出荷しました。
　球根類の花卉栽培が得意な新井さんは、ハウスで栽培する花卉のサイ
クルにあっていたこともあり３年前からカラジュームを育てています。
　今年は５月に雨が多く比較的涼しかったので、ハウスの温度調整など
に手がかからなかったそうです。
　６月４日に、出荷前の美しい葉色に仕上がったカラジュームを確認す
る新井さんは「鉢のままでも、庭に植えても楽しめる。蒸し暑い夏に、
少しでも清涼感を感じていただきたい」と話していました。

　北川辺青果物出荷協議会は５月15日に、ＪＡ北川辺野菜集出荷所
で、同会員が栽培した加須市北川辺地区ブランドトマト「木甘坊」・
ネギ・キュウリ・ナスを、加須市内でフードパントリーを運営する７
団体に寄贈しました。
　同会の下山房巳会長は「経済状況が厳しい昨今の物価高で困ったと
言う声に答えたかった。出荷規格に満たない商品を提供しフードロス
にもなる。地元で採れた野菜を子どもたちに味わってもらうことは地
産地消の食育にも繋がり、生産者にも励みになるので、今後も会員で
力を合わせ、地域貢献を行っていく」と力を込めました。
　今回の野菜は、支援を必要とする約200世帯（子供食堂には約100
食分）に配布されました。

　ＪＡ年金友の会は５月15日に、ＪＡ本店で第13回通常総会
を開きました。
　はじめに箱島登会長は「今年度はイベントなどを活発に行い、
年金友の会会員の増員に繋げたい」と力強く挨拶しました。
　参加した各支部長は、令和６年度の事業報告や収支決算、令
和７年度の事業および予算計画について協議し、承認されまし
た。

　ＪＡほくさい管内で６月中旬から小麦「あやひかり」の刈り取りが始
まりました。　
　管内の「あやひかり」の作付けは、県内一の約900㌶で、本年度は約
3,500㌧の収穫収量を見込みます。６月下旬まで収穫作業を行いました。
　加須市の内藤好信さんと息子の剛史さんは６月12日から、収穫時期
を迎えた小麦「あやひかり」約２㌶の収穫を始めました。
　剛史さんがコンバインで刈り取った小麦は、同ＪＡ騎西カントリーエ
レベーターに搬入し乾燥調製後に、ＪＡ全農さいたまへ出荷します。
　好信さんは「赤かび病の防除も適期にでき、基本に忠実に栽培したの

で、良質の麦に仕上がった。収穫量は基準単収より多そうだ」と手応えを得ていました。

カラジューム出荷

フードパントリーに地元野菜贈る

ＪＡ年金友の会通常総会

あやひかり収穫

カラジュームの出来を確認する新井さん

農産物を寄贈する下山会長（右から２人目）
と同会員、フードパントリーの皆さん

令和７年度役員の皆さん
前列左から：大澤邦夫副会長（行田）、箱島登会長（羽生）、
大塚久雄幹事（大利根）
後列左から：藤村孝監事（川里）、関和俊雄監事（加須）、
石川文男副会長（北川辺）、小山久夫会計（騎西）

刈り取った麦の出来を確認する内藤好信さん
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田植えイロイロ！

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　加須市の㈱山中農産は５月22日、同市大越のほ場40㌃に「リゾケ
アＸＬ」でコーティングした「彩のきずな」を同社所有の農業用ドロ
ーンで直播（ちょくは）しました。
　同社では、水稲栽培の生産コスト削減と農作業の省力化を狙い、７
年前から作付け面積の３割、約10㌶を直播しています。昨年まで鉄
コーティングされた種子を直播していましたが、「リゾケアＸＬ」の
過酸化カルシウムから供給される酸素作用で苗立ちが安定すること
や、殺虫・殺菌の有効成分があらかじめコーティングされている点に
注目し、今作から変更しました。
　同社の山中哲大代表は「育苗を省けることが最大のメリット。苗の
生育も（リゾケアに）期待している。水田の管理を徹底し収穫を迎え
たい」と話しています。

　ＪＡは５月31日、
６月１日の２日間、
加須市のむさしの村
わくわくファームで
田植え体験教室を開
き、両日で42家族
152人が参加しまし
た。
　ＪＡ共済連埼玉県
本部の地域・農業活
性化積立金を活用し、食農教育を目的としています。
　品種は「にじのきらめき」を使用し２日間で10㌃
を植え付けました。　
　参加者は「米の高騰で興味が湧いた。いい体験がで
きた」と話していました。

　ＪＡは５月20
日に、㈱ほくさい
グリーンアグリの
ほ場20㌃で新入
職員の農業研修を
行いました。
　農家の仕事を学
び業務に活かすこ
とが目的。

　研修に参加した新入職員７名は、同社永沼竹彦統括
マネージャーら指導のもと、田植え機での田植えや、
畦の除草作業などを学びました。
　羽生中央支店の田畑花梨職員は「初めて田植え機を
運転した。貴重な体験を職場で活かしたい」と意気込
みを語りました。

　加須市立三俣小学校
５年生３クラス89名
は５月19日に、同市
三俣のほ場（みどりの
学校ファーム）で学
校応援団の深沼集落営
農組合指導のもと田植
え体験をしました。
　食農教育のため始め
た田植え体験は今年で１２年目。品種は「彩のきずな」
を使用しました。
　ガイドラインに沿って１列に並び田植えしました。
全体で100㍍を９列植えました。
　児童は「苗が稲になるまで観察したい」と生育に興
味をもっていました。
　同組合の田村喜成組合長は「児童や地域のため、活
動を続けて行きたい」と話していました。

　加須市立志多見小
学校の４年生から６
年生55名は６月５
日に、志多見小学校
ファームで田植え体
験をしました。
　農業体験を通した
食農教育が目的で
す。

　品種は「彩のきずな」を使い、同市の若手農業集団
ヤング農マンのメンバーや地元農家の協力もと、大き
な鯉のぼり１匹のデザインに沿った支柱を目印に、苗
を植え付け、田んぼアートを描きました。
　児童は田泥に足をとられながら果敢に挑み、植え終
わると「田んぼアートを見るのが楽しみ」と笑顔で話
していました。

リゾケア種子直播

ＪＡほくさい田植え体験教室

ＪＡほくさい新入職員が農業研修

児童が田植え体験

児童が田んぼアートに挑戦

ドローンでリゾケア種子を播種する山中代表

田植えを楽しむ参加者

永沼統括マネージャーから
田植え機の運転を学ぶ田畑職員

田植えをする児童

田植えをする児童

�



決
壊
の
記
憶
の
田
水
張
り
に
け
り　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

神
苑
の
立
ち
入
り
禁
止
木
下
闇　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

戦
禍
と
は
無
縁
の
暮
ら
し
袋
掛
け　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

夏
薊
い
つ
か
迎
へ
る
反
抗
期　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

須
加　

信
子

二
人
住
み
や
が
て
ひ
と
り
や
水
中
花　
　
　

北
川
辺　

江
田
尚
可
子

雨
蛙
の
ど
に
透
け
て
る
息
づ
か
い　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

鯉
幟
過
ぎ
し
日
の
里
泳
い
で
た　
　
　
　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

い
い
人
を
や
め
て
気
楽
の
サ
ン
グ
ラ
ス　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

負
け
猫
の
日
陰
に
逃
げ
る
大
暑
か
な　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

青
嵐
小
江
戸
か
わ
ご
え
羅
漢
像　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

鉢
巻
の
跡
を
額
に
祭
果
つ　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

訪
れ
し
庭
に
忘
れ
て
春
帽
子　
　
　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

夏
蕎
麦
の
黒
き
種
干
す
一
筵　
　
　
　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

夏
霧
や
花
を
見
る
眼
の
老
い
し
か
と　
　
　
　

〃　
　

松
永　

喜
芳

雨
傘
を
日
傘
に
替
へ
て
通
院
す　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

薔
薇
の
雨
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
ほ
ゝ
ぬ
ら
す　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

日
曜
日
村
人
こ
ぞ
り
て
藻
刈
か
な　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

曇
天
や
麦
の
ほ
ば
ら
み
梅
雨
近
し　
　
　
　

加　

須　

内
田
喜
代
子

桜
咲
き
舞
台
賑
や
か
生
誕
祭　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

田
島　

許
子

大
釜
で
筍
茹
で
て
混
ぜ
ご
飯　
　
　
　
　
　

行　

田　

生
田
さ
な
え

蒲
公
英
と
可
愛
い
孫
を
撮
る
カ
メ
ラ　
　
　
　

〃　
　

谷
川
常
五
郎

※
９
月
号
へ
の
投
句
は
、
７
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
句
は
折
原
野
歩
留
先
生
の
手
直
し
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

新
茶
汲
む
今
朝
を
至
福
と
思
ひ
け
り　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

（
評
）新
茶
と
は
そ
の
年
の
初
め
て
市
場
に
出
た
お
茶
の
事
で
走
り
茶
と
も

言
う
。
仄
か
な
香
り
と
色
の
濃
い
新
茶
が
喉
を
潤
し
て
ゆ
く
。

　

一
日
の
始
ま
り
が
至
福
と
は
な
ん
と
も
羨
ま
し
い
。「
香
り
静
岡
色
は
宇

治
味
は
狭
山
で
と
ど
め
さ
す
」
こ
ん
な
言
葉
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　

毎
回
参
考
に
な
る
こ
と
が
色
々
載
っ
て
い
る

の
で
手
許
に
頂
け
る
の
が
、毎
月
楽
し
み
で
す
。

ム
ジ
ナ
モ
の
野
生
復
帰
嬉
し
い
限
り
で
す
。

４
月
号
よ
り　
　
川
里　
Ａ・
Ｎ
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　

義
父
が
２
年
前
に
亡
く
な
り
、
水
稲
作
り
の

イ
ロ
ハ
も
解
ら
ず
夫
と
２
人
で
始
め
ま
し
た
。

何
も
解
ら
ず
周
り
の
人
に
聞
き
な
が
ら
作
っ
て

い
ま
す
。

　

カ
メ
ム
シ
・
肥
料
・
農
薬
・
植
え
付
け
・
刈
り

取
り
難
し
い
で
す
。

２
月
号
よ
り　
加
須　
成
田
照
美
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　

も
う
す
っ
か
り
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
虜

に
な
っ
て
し
ま
い
毎
月
自
宅
に
「
ほ
く
さ
い
」

が
届
く
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
３
月
号

で
ピ
ー
マ
ン
の
家
庭
菜
園
の
ポ
イ
ン
ト
が
紹
介

さ
れ
て
お
り
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
チ
ゴ
が
好
き
な
の
で
、
新
品
種
の

「
べ
に
た
ま
」
を
是
非
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

３
月
号
よ
り　
大
利
根　
Ｗ・
Ｈ
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　
「
ほ
く
さ
い
」
表
紙
の
家
族
写
真
ス
テ
キ
で

す
ね

　

米
、野
菜
づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。キ
ャ

ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
人
参
、
大
根
、
白
菜

な
ど
、お
か
げ
様
で
買
わ
ず
に
す
ん
で
い
ま
す
。

春
大
根
は
も
う
10
㌢
ぐ
ら
い
に
な
り
楽
し
み
で

す
。
菜
の
花
は
こ
ぼ
れ
種
子
で
あ
っ
ち
こ
っ
ち

黄
色
の
花
を
つ
け
て
、
食
べ
た
り
、
見
て
癒
さ

れ
て
い
ま
す
。
食
べ
き
れ
な
い
人
参
、
大
根
は

「
切
り
干
し
」
に
し
て
保
存
食
に
し
て
お
り
ま

す
。
ト
マ
ト
苗
も
ハ
ウ
ス
に
植
え
ま
し
た
。「
ス

ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
」
が
白
い
花
を
た
く
さ
ん
つ

け
て
楽
し
み
で
す
。

３
月
号
よ
り　
羽
生　
尾
花
と
み
子
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　

２
月
号
表
紙
の
北
川
辺
の
ト
マ
ト
お
い
し
そ

う
で
す
ね
。
毎
回
地
域
の
特
産
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

２
月
号
よ
り　
行
田　
Ｍ・
Ｈ
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　

ピ
ン
ク
パ
ン
サ
ー
の
花
が
見
頃
で
、
朝
起
き

る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

４
月
号
よ
り　
北
川
辺　
中
鉢
ミ
ヨ
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　
「
子
ど
も
食
堂
に
イ
チ
ゴ
寄
贈
」
の
記
事
に
、

井
泉
小
学
校
で
活
躍
さ
れ
た
春
山
教
子
先
生
の

お
姿
を
拝
見
し
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
お
元
気

で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

　

俳
句
に
投
稿
さ
れ
る
方
々
の
目
の
付
け
ど
こ

ろ
に
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
私
も
見
つ

け
ら
れ
る
か
な
？

３
月
号
よ
り　
羽
生　
甲
山
良
子
さ
ん

�



法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
法
務
局
か
ら
自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
に
関
す
る
通
知
を
受
け
た
時
の
対
応
は
？

― 

最
寄
り
の
遺
言
書
保
管
所
に
遺
言
書
情
報
証
明
書
の
交
付
を
請
求

①
遺
贈
す
る
の
に
受
遺
者
の
意
思
確
認
は
必
要
で
す
か
？

― 

遺
贈
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
事
前
に
確
認
を

私
A
に
は
、
妻
も
子
も
い
ま

せ
ん
。
兄
弟
姉
妹
も
、
す
で
に

全
員
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

甥
と
姪
は
い
ま
す
が
、
交
流
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
私

の
財
産
は
全
て
お
世
話
に
な
っ

た
近
所
の
お
寺
に
遺
贈
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

亡
く
な
る
前
に
、
私
か
ら
そ
の

旨
を
お
寺
に
伝
え
る
こ
と
に
は

抵
抗
が
あ
り
、
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
的
に
、
遺
言
書
の
中
で
、

そ
の
お
寺
に
全
財
産
を
遺
贈
す

る
と
書
き
た
い
の
で
す
が
、
そ

れ
で
問
題
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

兄
B
が
死
亡
し
、
先
ご
ろ
私

A
に
札
幌
法
務
局
か
ら
「
遺
言

者
が
指
定
し
た
方
へ
の
通
知
」

と
題
す
る
書
面
が
届
き
ま
し

た
。
兄
の
氏
名
、
生
年
月
日
と

札
幌
法
務
局
に
そ
の
遺
言
が
保

管
さ
れ
て
い
る
旨
及
び
保
管
番

号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
兄

と
は
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
遺
言
書
の
存
在

に
つ
い
て
は
こ
の
通
知
に
よ
り

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
こ
の
遺

言
の
内
容
を
知
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
制
度
に

基
づ
い
て
遺
言
書
を
保
管
す
る
法

務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）
は
、
遺

言
書
原
本
と
共
に
そ
の
画
像
情
報

等
を
デ
ー
タ
と
し
て
保
管
し
、
遺

言
者
の
死
亡
確
認
後
、
遺
言
者
が

予
め
指
定
し
た
者
に
通
知
を
し
ま

す
。A

が
受
領
し
た
の
は
こ
の
通
知

（
指
定
者
通
知
）
で
す
。
そ
し
て
、

A
が
B
の
推
定
相
続
人
や
遺
言
書

記
載
の
受
遺
者
、
遺
言
執
行
者
等

（
関
係
相
続
人
等
）
に
当
た
る
場

合
は
、
そ
の
遺
言
書
の
画
像
情
報

等
を
証
明
す
る
書
面
（
遺
言
書
情

報
証
明
書
）
の
交
付
を
請
求
で
き

（
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保

管
等
に
関
す
る
法
律
９
条
）、
遺

言
書
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

請
求
書
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
、
全
国
の

ど
の
遺
言
書
保
管
所
に
対
し
て
も

請
求
で
き
ま
す
が
、
予
約
が
必
要

で
す
。
１
４
０
０
円
の
印
紙
を
手

数
料
と
し
て
納
付
し
、
遺
言
者
の

出
生
か
ら
死
亡
ま
で
の
戸
籍
謄
本

に
加
え
て
相
続
人
全
員
の
戸
籍
謄

本
又
は
抄
本
と
住
民
票
の
写
し
を

添
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
兄
弟

姉
妹
が
推
定
相
続
人
と
な
る
場
合

は
、
遺
言
者
の
両
親
の
出
生
か
ら

死
亡
ま
で
の
戸
籍
謄
本
も
必
要
で

す
。遺

言
に
よ
る
財
産
取
得
者
は
、

こ
の
証
明
書
に
基
づ
き
、
家
裁
の

検
認
手
続
を
経
ず
に
相
続
登
記
等

の
手
続
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ

の
証
明
書
を
交
付
し
た
と
き
は
、

法
務
局
は
他
の
関
係
相
続
人
等
に

も
同
内
容
の
通
知
（
関
係
遺
言
書

保
管
通
知
）を
送
る
こ
と
と
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
他
の
関
係
者
も
遺
言

の
存
在
と
保
管
先
を
知
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

①

②

①

②

遺
言
は
、単
独
行
為
で
す
か
ら
、

受
遺
者
の
了
承
を
得
な
く
て
も
、

一
方
的
に
遺
贈
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
し
か
し
、
受
遺
者
は
、
遺

贈
を
受
け
る
権
利
を
放
棄（
拒
否
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
民
法

9
8
6
条
）。
し
た
が
っ
て
、
事

前
に
受
遺
者
と
な
る
べ
き
者
か
ら

遺
贈
の
了
承
を
得
て
お
か
な
い

と
、
い
ざ
相
続
が
開
始
し
て
、
遺

言
を
執
行
し
よ
う
と
し
た
段
階

で
、
遺
贈
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

次
に
、
お
寺
は
宗
教
法
人
が
設

置
し
、
運
営
し
て
い
る
場
合
が
一

般
的
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言

書
に
、
受
遺
者
と
し
て
お
寺
の
名

称
や
住
所
を
記
載
し
た
だ
け
で

は
、住
職
個
人
に
遺
贈
す
る
の
か
、

宗
教
法
人
に
遺
贈
す
る
の
か
が
不

明
確
で
あ
り
、
受
遺
者
の
特
定
が

不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
遺
贈
が

認
め
ら
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
お
寺
を
宗
教
法
人
が

運
営
し
て
い
る
場
合
に
は
、
内
部

規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

通
例
で
す
の
で
、遺
贈
は
可
能
か
、

遺
贈
の
対
象
と
な
る
財
産
の
種
類

や
金
額
に
制
限
は
な
い
か
、
な
ど

事
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

そ
し
て
、
万
一
、
受
遺
者
が
遺

贈
を
放
棄
し
た
り
、
受
遺
者
の
特

定
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
遺
贈

の
効
力
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
A
の
遺
産
は
、
A
の
相
続
人

で
あ
る
甥
姪
が
相
続
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
遺

贈
の
効
力
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
に
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て

も
、
予
備
的
に
遺
言
書
に
記
載
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ

う
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
夏
休
み
の
朝
に
通
っ
て
ス
タ
ン
プ

を
も
ら
い
ま
す

❷
早
起
き
は
三
文
の
―
―

❸
サ
ー
フ
ァ
ー
が
乗
ろ
う
と
す
る
も

の❹
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
含
ま
れ
て
い
な

い
飲
み
物

❻
疑
問
文
で
は
上
げ
る
こ
と
が
多
い

❽
葛
ま
ん
じ
ゅ
う
の
中
に
包
み
込
ま

れ
て
い
る
も
の

❿
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
な
り
―
―
の
文

字
を
見
る
機
会
が
減
り
ま
し
た

⓫
騎
手
が
乗
っ
て
い
ま
せ
ん

⓭
観
光
、
ス
ク
ー
ル
、
二
階
建
て
と

い
え
ば

⓮
鳥
の
体
に
生
え
る
も
の

⓰
う
な
重
と
一
緒
に
―
―
吸
い
を
注

文
し
た

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住

所
、
氏
名
、
年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送

付
（
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、

ま
た
は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ

い
管
内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里

地
区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お

住
ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
７
年
７
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
６
月
号
の
答
〉
ウ
メ
シ
ュ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
３
人
組
の
こ
と

❺
閻
魔
大
王
が
い
る
と
こ
ろ

❼
ハ
ワ
イ
州
の
州
都
、
ホ
ノ
ル
ル
が

あ
る
島

❾
浴
衣
を
着
て
―
―
を
締
め
た

❿
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は
多
く

の
―
―
が
入
っ
て
い
る

⓫
左
右
反
対
に
映
り
ま
す

⓬
メ
ロ
ン
の
生
産
量
が
日
本
一
で
あ

る
県

⓮
糸
を
通
し
て
布
を
縫
い
ま
す

⓯
１
と
そ
の
数
自
体
し
か
約
数
を
持

ち
ま
せ
ん

⓰
俵
万
智
の
第
一
歌
集
『
サ
ラ
ダ
―

―
日
』

⓱
阿
寒
湖
で
育
つ
も
の
が
有
名
な
藻

類

　
梅
雨
が
終
わ
る
と
、
本
格
的
な
夏
が
到
来
し
ま
す
。
ほ
く
さ
い
管
内
の

田
植
は
ひ
と
段
落
し
、
早
い
地
域
で
す
と
８
月
上
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り

ま
す
。
今
年
も
猛
暑
予
報
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
涼
し
い
場
所
で
の
休
憩

や
こ
ま
め
な
水
分
補
給
で
、
農
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
�

Ｔ
・
Ｋ

編
集
後
記

☆
5
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
中
野　
一
郎
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
長
島
留
美
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
田
嶋
美
枝
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
立
石　
勝
己
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
田
村　
勝
正
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
二
戸
多
喜
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
江
田　
敏
夫
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
小
林　
　
稔
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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